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❶
人
口
の
増
加
が
続
く
本

市
の
中
で
、
高
齢
化
率
も
高

く
人
口
が
減
少
し
て
い
る
普

賢
寺
地
区
の
振
興
方
策
を
関

係
機
関
と
協
議
の
上
、
早
急

に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
る
が
市
の
考
え
は
。

市
長　

普
賢
寺
地
区
の
振

興
策
は
歴
史
的
な
問
題
、
農

地
の
問
題
と
、
い
ろ
い
ろ
な

形
は
あ
る
が
、
ど
れ
だ
け
地

区
の
特
徴
を
生
か
し
て
い
く

か
、
文
化
的
な
も
の
と
の
整

合
性
を
図
っ
て
い
く
の
か
と

い
う
中
で
、
振
興
施
策
を
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

地
域
の
方
、
本
市
全
体
の

方
々
と
も
協
議
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
。

総
務
部
長　

普
賢
寺
の
中

山
間
地
域
は
自
然
共
生
ゾ
ー

ン
と
位
置
づ
け
し
て
い
る
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特

徴
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
新
し
い
振

興
策
も
こ
の
よ
う
な
ス
タ
ン

ス
の
中
で
取
り
組
む
べ
き
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

❷
府
道
八
幡
木
津
線
の
交

通
安
全
対
策
と
し
て
児
童
の

通
園
、
通
学
時
の
大
型
車
の

交
通
規
制
が
強
く
求
め
ら
れ

て
い
る
。
過
去
に
調
査
を
実

施
さ
れ
た
が
、
地
元
の
理
解

が
得
ら
れ
ず
に
事
業
化
が
で

き
な
か
っ
た
と
聞
く
が
、
そ

の
後
の
見
通
し
は
。

建
設
部
長　

平
成
19
年
11

月
と
20
年
１
月
に
地
元
の
方

と
協
議
し
て
き
た
。
協
議
が

成
立
し
な
か
っ
た
問
題
点
は
、

薪
の
茶
屋
前
交
差
点
で
右
折

し
て
山
手
幹
線
に
入
り
、
山

手
幹
線
を
南
へ
行
く
と
い
う

こ
と
に
す
る
た
め
に
地
元
と

協
議
を
行
っ
た
。
現
状
の
交

差
点
の
形
状
変
更
が
出
て
く

る
こ
と
で
理
解
が
得
ら
れ
な

か
っ
た
が
、
23
年
度
か
ら
再

度
、
新
た
に
改
良
す
る
た
め

に
測
量
設
計
を
実
施
さ
れ
交

差
点
改
良
の
検
討
を
行
う
と

京
都
府
か
ら
聞
い
て
い
る
。

❸
同
志
社
京
田
辺
キ
ャ
ン

パ
ス
が
開
校
20
年
を
経
過
し

た
が
、
Ｊ
Ｒ
の
踏
切
り
も
市

道
も
全
く
改
良
さ
れ
て
い
な

い
。
今
後
の
整
備
計
画
は
。

建
設
部
長　

防
賀
川
切
り

下
げ
後
の
用
地
の
有
効
利
用

を
考
え
て
い
る
。
同
志
社
大

学
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
に
も

な
る
遊
歩
道
な
ど
整
備
す
る
。

❶
大
住
北
部
地
域
の
幹
線

道
路
や
準
幹
線
道
路
の
渋
滞
、

騒
音
、
振
動
、
事
故
等
の
対

策
に
つ
い
て
。
第
二
京
阪
高

速
道
路
開
通
、
ま
た
、
八
幡

市
域
に
お
い
て
大
型
商
業
施

設
の
出
店
が
予
定
さ
れ
、
郊

外
型
施
設
と
し
て
大
駐
車
場

を
備
え
、
そ
の
数
店
舗
で
３

千
台
の
駐
車
台
数
に
及
ぶ
と

聞
く
。
ま
た
、
山
手
幹
線
の

木
津
川
市
ま
で
の
全
線
開
通

も
近
く
、
予
想
す
る
だ
け
で

も
交
通
量
の
増
加
は
否
め
な

い
。
市
は
安
全
策
、
緩
和
策

を
ど
う
考
え
る
の
か
。
ま
た
、

市
長
か
ら
事
業
主
に
迂
回
路

設
置
を
申
し
入
れ
る
べ
き
。

建
設
部
長　

京
田
辺
市
北

部
地
域
道
路
網
検
討
協
議
会

で
は
、
北
部
地
域
の
道
路
網

の
あ
り
方
等
課
題
を
検
討
し
、

効
果
的
な
対
策
を
立
案
す
る

目
的
で
会
議
を
重
ね
た
。
そ

の
結
果
、
今
後
の
交
通
量
は
、

平
成
32
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少

す
る
と
全
国
的
に
推
察
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
道
路
整
備
を

最
小
限
に
抑
え
、
交
通
分
散

す
る
こ
と
が
有
効
的
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
、
側
道
抑

制
対
策
等
は
必
要
に
応
じ
て

講
ず
る
べ
き
と
考
え
る
。

市
長　

事
業
者
に
は
法
律

の
範
囲
で
申
し
入
れ
る
。

❷
一
休
寺
景
観
問
題
に
つ

い
て
。
京
田
辺
市
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
協
会
の

方
々
が
最
も
有
名
な
観
光
ス

ポ
ッ
ト
と
い
わ
れ
る
一
休
寺

の
景
観
を
ど
う
守
る
の
か
。

ま
た
、
裏
山
に
都
市
公
園
等

は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

建
設
部
長　

一
休
寺
の
景

観
は
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
調
査
結
果
に
基
づ
く
と
、

方
丈
か
ら
の
眺
望
は
守
ら
れ

る
と
考
え
る
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
一
休
酬
恩
会
の
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ト
ラ
ス
ト
運
動
を
見
守
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

❸
学
校
活
動
の
問
題
点
に

つ
い
て
。
小
中
学
校
の
公
式

行
事
に
参
加
す
る
来
賓
の
態

度
に
教
育
上
の
問
題
が
あ
る

と
考
え
る
。
ま
た
、
田
辺
中

学
校
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
創

設
は
可
能
か
。

教
育
長　

公
式
な
式
典
に

出
席
さ
れ
る
全
て
の
方
に
、

式
典
の
趣
旨
を
十
分
理
解
し

た
上
で
ご
協
力
願
い
た
い
。

田
辺
中
学
校
の
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
部
は
、
23
年
度
よ
り
創
部

す
る
。

普
賢
寺
地
区
の
振
興
方
策
は

協
議
し
な
が
ら
す
す
め
て
い
く
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○
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ラ
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ド
化

　
　
　

 

（
２
面
左
３
段
目
）

　

デ
ー
タ
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

等
の
使
用
に
つ
い
て
、
従
来

は
手
元
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

で
管
理
・
利
用
し
て
い
た
方

式
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て

利
用
す
る
方
式
に
変
更
す
る

こ
と
。
ク
ラ
ウ
ド
と
は｢

雲

｣

を
意
味
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
向
こ
う
側
を
雲
で
表
す

慣
習
が
あ
る
こ
と
か
ら
こ
う

呼
ば
れ
る
。

○
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス

テ
ム
　
（
４
面
左
１
段
目
）

　

政
府
が
提
案
す
る
新
た
な

次
世
代
育
成
支
援
の
た
め
の

包
括
的
・
一
元
的
な
シ
ス
テ

ム
。
政
府
の
推
進
体
制
・
財

源
の
一
元
化
、
幼
稚
園
・
保

育
所
の
一
体
化
、
多
様
な
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
等
の
実

現
を
目
的
と
し
、
平
成
25
年

か
ら
の
施
行
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。

○
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
運

動
　
　 

（
５
面
左
９
段
目
）

         

（
７
面
右
５
段
目
）

自
然
や
歴
史
的
遺
産
等
を

開
発
か
ら
守
る
た
め
に
、
多

く
の
人
が
資
金
を
出
し
合
っ

て
土
地
等
を
買
収
、
管
理
を

す
る
運
動
の
こ
と
。
イ
ギ
リ

ス
に
お
い
て
19
世
紀
に
始

ま
っ
た
運
動
。
以
降
、
世
界

的
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

日
本
で
は
１
９
６
０
年
代
に

こ
の
考
え
が
広
が
っ
た
。

問
答

来賓の態度に問題

趣旨を理解し協力を願う答

問
公式
行事

「学校図書館と教育について考える」


